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本研究は, 男女大学生 209 名（男性：86 名, 女性：123 名）を対象に, 大学生の情動知

能と友人関係, 学校適応感がどのように関連しているかを検討することを目的としている。

「学生生活不適応・修学意欲低下」（文部科学省, 2021）や「学業不振・無関心」, 「人間

関係・大学生活不適応」（堀ら, 2015）を理由に大学生の中途退学が増加傾向にあるといわ

れている。これを踏まえ, 大学生の情動知能が, 友人関係を介して適応感とどのような関

連性があるのかを検討していく。「自分自身や他者の情動を認識したり, 表出したり, また

理解したり, コントロールしたりする知能」（小松・箱田, 2011）とされている情動知能は, 

他者とより良い社会的関係を構築する上で, 欠かすことのできない能力（豊田ら, 2007）で

あるといえる。そのため, 本研究の成果によって, 大学生の情動知能と友人関係, 学校適応

感との関連が明らかとなれば, 中途退学や学校不適応に陥っている, または, 陥るおそれ

のある大学生へ, 友人関係を通じた情動面でのアプローチが可能となるのではないかと期

待できる。 

そこで本研究は, 18～25 歳の男女大学生を対象に, 日本版 Wong and Law Emotional 

Intelligence Scale（以下：J-WLEIS）（豊田・山本, 2011）と友人関係尺度（岡田, 2007）, 

青年用適応感尺度（大久保, 2005）を用いて質問紙調査を実施した。まず, 友人関係尺度に

ついて信頼性を確認したところ, α 係数が低い値を示したため, 3 因子構造を仮定して探索

的因子分析を行った。その結果, 「親密性」, 「評価懸念」, 「配慮・気遣い」を下位尺度

とする全 19 項目の尺度にまとまった。次に, 性差の検討をするために対応のない t 検定を

実施したところ, 「情動の調節」で女性よりも男性の方が高い得点を, 「評価懸念」で男性

よりも女性の方が高い得点をそれぞれ示し, 性差が認められた。男女別で実施した尺度間

相関について, 男女ともに各尺度間でそれぞれ相関が認められる結果を示した。最後に , 

それぞれの関連を検討するために共分散構造分析を実施したところ, 男性では, 「自己の

情動評価」が「配慮・気遣い」を介して, 「他者の情動評価」が「親密性」や「配慮・気遣

い」を介して大学適応感に正の影響を及ぼす可能性があること, また, 「自己の情動評価」

が「配慮・気遣い」を通じて, 「他者の情動評価」が「評価懸念」を通じてそれぞれ, 「劣

等感の無さ」に正負の影響を及ぼし得ることが示された。これは, 自己の情動を高く評価

し, 友人に対する配慮をしていることで劣等感を低減させること, 逆に, 他者の情動に対

して敏感であることで, 友人からの評価を気にし, それが劣等感の増大につながる可能性

を示唆している。さらに, 「情動の利用」は大学適応感を高める直接効果として機能し得

るという結果が得られた。女性では,「自己の情動評価」が「評価懸念」を介して, 「他者

の情動評価」が「評価懸念」と「配慮・気遣い」を介して, それぞれ大学適応感を高める要

因であることが示された。これらの関連に加え, 「情動の調節」は「配慮・気遣い」を介し

てそれぞれ, 「劣等感の無さ」に正負の影響を及ぼすという結果が得られた。また, 「親密

性」は大学適応感を高め, 劣等感の低減につながる直接的要因として影響していること, 

「情動の調節」と「情動の利用」が直接効果として大学適応感を高める要因となり得るこ

とが明らかとなった。 

これらの結果から, 男女ともに情動知能の高さが大学適応感を高める直接的な要因とな

り得ること, 情動知能をうまく活用した友人との関わりを通じて大学適応感へとつながり

得る可能性があることが示唆され, 仮説モデルとある程度一致する結果となり, 仮説は支

持された。大学生における学校不適応の防止, ひいては学校不適応を理由とした大学生の

中途退学者の予防を目指し, 自他の感情を理解したり受け止めたり, 自己の感情を調節し

たりする情動知能を高めていく, あるいは個人の持つ情動知能を適切に活用できるように

していくといった, 情動面に焦点を当てたアプローチが直接的に適応感と関連すること, 

友人関係の良好さを介して大学への適応感につながること, 不適応感を低減することに有

効であることが明らかとなった。 

本研究では, 情動知能に焦点を当てて検討することを最終的な目的としていたため, 本
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研究で得られた結果から具体的なアプローチが明確化されたとは言い難い。そのため, 情

動知能が直接効果として適応感を高め得ること, 情動知能が友人関係を介して適応感を高

め得ること, また対人関係に対する劣等感の増大, 低減につながり得ることという結果の

それぞれに対する, アプローチの検討が必要不可欠であり, 本研究における今後の課題と

して残る結果となった。
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